
【一般向け】 令和９年３月３１日まで投影

『ハナビリウム～花火って、なんであるの？～』

投影中のプラネタリウム番組（全天周番組）
●全天周番組は、ドーム全体に映像が広がる番組です。

©日本橋丸玉屋

人類が月面に降り立って50年……とちょっと－－。
アニマル国にも宇宙時代が到来し、宇宙アカデミーがどどーん
と誕生。物語の主人公はパイロット科の「こてつ」。宇宙アカ
デミーを舞台に、こてつたちは仲間たちと宇宙を目指す！

投 影 時 間 約２５分

声 の 出 演 太田 葵（ヒバナ）／北原 十希明（ともる）
田中泯（けむりのおじいさん）

企画・製作・著作 株式会社日本橋丸玉屋
花火撮影・編集 アクアジオグラフィック株式会社
立 体 音 響 録 音 ヤマハ株式会社
C G / V F X 株式会社オムニバス・ジャパン
プ ロ デ ュ ー ス 株式会社マアルト
技術協力・配給 株式会社五藤光学研究所

投 影 時 間：約２５分

原作：にしむらゆうじ
出演・スタッフ
こてつ（藤原 夏海）／ニコ（榎木 淳弥）／ルー（玉木 雅⼠）
ひかる（竹達 彩奈）／おたま（山口 茜）
アルマ博⼠（小林 ゆう）
ナレーション/ DAXAくん<プラネタリウム版>（松岡 禎丞）
アニメーション制作:ファンワークス
制作・著作：ちょっくら月まで委員会

【低学年・幼児向け】 令和９年３月３１日まで投影

『宇宙なんちゃらこてつくん プラネタリウム』

©Space Academy/ちょっくら月まで委員会2

花火の学校に通っている主人公ヒバナは、実は落ちこぼれ。今
日も学校をさぼって森の中へ行くと、そこで、謎めいた"けむ
りのおじいさん"と出会う。
「ボク、自信がないんだ。友達みたいにきれいな花火になんか
なれないよ。無理なんだ。」
そんなヒバナを見かねたけむりのおじいさんは、色とりどりの
花火のしくみや魅力について、ユーモアたっぷりに語りはじめ
る。その世界に引き込まれるヒバナは、次第に、知られざる花
火の歴史にも向き合ってゆくことに―



にぎやかなキャラクターと一緒に空のフシギを観察。

月や星のことを楽しく学びます。

【主な学習内容】

●月は日によって形が変わって見える。

●月は１日のうちでも時刻によって見える位置が変わる。

●空には明るさや色の違う星がある。

●星の集まりは時刻によって並び方は変わらないが、
見える位置が変わる。

【小学生向け】 通年投影

『スタジオ４４４

～空のフシギをさぐれ！～』

（※団体専用の番組です）

投影時間 約２５分

声の出演 瀧本 富⼠子／浅倉 杏美／鈴木 千尋

投影時間 約２５分

原 作 人間達（アイヌタリ）のみた星座と伝承

著 作 末岡 外美夫

声の出演 大場 真人

【一般向け】 通年投影

『カムィからの教え

～漁を伝える曳き網の星～』

アイヌ民族の漁にまつわる星座の物語をアイヌの人々の

集落を見守るシマフクロウの神＜コタンコㇿカムィ＞の

視点で描きます。

＜Point＞

民話イラスト：水野ぷりん

投影中のプラネタリウム番組（全天周番組）
●全天周番組は、ドーム全体に映像が広がる番組です。

©GOTO



「秋の四辺形」を目印に、神話を交えながら７つの星
座の見つけ方を紹介します。

厚岸町海事記念館 （TEL・FAX  0153-52-4040）

【小学生～一般】 令和８年１１月２９日まで投影

『アイヌ民族･星ものがたり（秋）』

ナレーション 運上 亜沙美

＜学校・保育所・幼稚園・児童館・福祉施設・各種研修などの団体利用について＞

●ご希望の番組を随時投影いたしますので、お気軽にご連絡ください。

海事記念館は入館料・観覧料ともに無料です！ みんな来てね！

【小学生～一般向け】 令和８年１１月２９日まで投影

『天馬を囲む星座たち／神々の名』

現代では「すばる（プレアデス星団） 」と呼ばれて
いる星の集まりのことをアィヌ民族の人々は「 アル
ワンノチゥ」と呼び、中でも一番明るい星を「追いか
け星（ノシパクルノチゥ）」と呼んでいたそうです。
そこにはどんな理由があるのでしょうか。

前半は、秋の星座の見つけ方を神話と併せて解説。
後半は、神話に登場する神の名前が私たちの暮らし
の中に溶け込んでいる例を紹介します。

投影時間 約２５分

ナレーション 水内 亜由美

投影時間 約２０分

投影中のプラネタリウム番組（自主制作番組）

かいじくん

前半：天馬を囲む星座たち
後半：アイヌ民族 星ものがたり（秋）

初 版 製 作 ねこのしっぽ座
ナレーション 紙芝居サークル「うてうての会」

投影時間：約２５分

【低学年・幼児向け】

『ペガスス』発、秋の星座たち★

令和８年１１月２９日まで投影


